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研究成果の概要（和文）：病原性グラム陰性菌のⅤ抗原およびその相同体（緑膿菌PcrV, エルシニア菌LcrV、ビブリオ
菌VcrV, エアロモナス菌AcrV、Photolahbdus luminescence菌LssV）の遺伝子組み換え大腸菌タンパクを作成し、これ
らに対するヒト血清抗体価測定システムを構築し、約200名のボランティアから採取した血清における抗体価を測定す
る疫学調査を実施し、各V抗原抗体価の相関関係や抗体価の個人差について調査した。その結果、個々人によって相当
の変動が認められ、これらが易感染性等に関わる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We made the following five recombinant V-antigen proteins of pathogenic 
gram-negative bacteria (Pseudomonas aeruginosa PcrV, Yersinia LcrV, Vibrio VcrV, Aeromonas AcrV, and 
Photolahbdus LssV). Then, we developed measurement system for human anti-V-antigen titers, and performed 
an epidemiological study to examine serum titers against these V-antigens in 200 volunteers. As a result, 
we found that there are wide variations in V-antigen titers and these variations may have some effects on 
the infectivity of individuals.

研究分野：集中治療医学
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１．研究開始当初の背景  
重症肺炎や敗血症の高頻度起炎菌である病
原性グラム陰性細菌の多くが多剤耐性化し、
集中治療医学の現場において、免疫不全患者
や高齢者に対して致死的な感染を引き起こ
している。一方、近年、多くのグラム陰性菌
において菌種間で極めて相同性の高い毒素
分泌メカニズムであるⅢ型分泌システムが
発見され、主要な病原性に関わっていること
が解明されてきた。さらに、Ⅲ型分泌システ
ムを抑制できる標的としてⅤ抗原とその相
同体が発見され、欧米では緑膿菌やエルシニ
ア菌感染に対するそれらを標的とした免疫
療法の開発が進められている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、各菌種のⅤ抗原とその相同体に
対する血清抗体価測定システムを構築し、感
染罹患・重症化等との相関を見る血清疫学調
査を実施した。 
 
３．研究の方法 
今回の研究では、まず各病原性グラム陰性菌
のⅤ抗原およびその相同体（緑膿菌 PcrV, エ
ルシニア菌 LcrV、ビブリオ菌 VcrV, エアロ
モナス菌 AcrV、Photolahbdus luminescence
菌 LssV、病原性大腸菌 EspA、赤痢菌 IpaB、
サルモネラ菌 SseB、SipD）の遺伝子組み換え
大腸菌タンパクを作成した。続いて、５つの
V 抗原相同体（緑膿菌 PcrV, エルシニア菌
LcrV、ビブリオ菌VcrV, エアロモナス菌AcrV、
Photolahbdus luminescence 菌 LssV）に対す
るヒト血清抗体価測定システムを構築し、約
200 名のボランティアから採取した血清にお
ける抗体価を測定する疫学調査を実施し、各
V 抗原抗体価の相関関係や抗体価の個人差に
ついて調査した。 
 
４．研究成果 
個々人によって相当の変動が認められ、これ
らが易感染性等に関わる可能性が示唆され
た。特定の V抗原に対して非常に高い血清抗
体価を持つ人がおり、それらの血清にはその
病原体の三型分泌毒性に対する強い中和作
用が含まれていると考えられた。 
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